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パート 8	 布張り家具の試験 

1	 適用 

布張り家具が着⽕及び⽕炎の広がりに対する抵抗性を持つことが要求される場
合には、その布張り家具は本パートに適合しなければならない。 

 

2	 火災試験方法 

布張り家具は、本パートの別添 1 に規定の⽕災試験⽅法に従って実施し評価す
ること。 

 

3	 判定基準 

3.1	たばこのくすぶり試験 

3.1.1 たばこのくすぶり試験は、別添 1 の 7.2 項に規定の通りに 2 回⾏う必要
がある。 

3.1.2 炎や進⾏するくすぶりが 1 時間以上観察されない場合⼜はくすぶりがたば
この全⻑に達しなかった場合は、試験体が別添 1 の 7.4 項に規定の最終検
査に不合格でない限り、たばこのくすぶり試験については合格とする。 

3.2	着火源による試験 

3.2.1 プロパンの炎による着⽕試験は、別添 1 の 7.3 項に規定の通りに 2 回⾏
う必要がある。 

3.2.2 この試験で、炎や進⾏するくすぶりが⾒られない場合は、別添 1 の 7.4 項
に規定の最終検査に不合格でない限り、プロパンの炎による着⽕試験につ
いては合格とする。 

4	 追加要求事項 

試験は完成品（例えば、着⾊などを含む。）を⽤いて⾏うこと。⾊のみが異な
る場合には、新たに試験を⾏う必要はない。しかし、基礎の製品⼜は処理⽅法を
変更した場合は新たな試験が必要である。 

5	 試験報告書 

試験報告書は本パートの付録 1 の第 8 項に挙げた情報を含むこと。 
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別添 1	 座席用布張り複合材の喫煙具による着火性についての火災試験方法 

注意 実施者の健康と安全を確保すること 

 
⼀般 

本試験は少なからず危険を伴うので、予め注意すること。 

 
容器 

安全のため、試験は適当なドラフトチャンバー内で⾏うこと。ドラフトチャン
バーが使⽤できない場合は、試験実施者が煙に曝されないように容器を作成する
こと。(7.1.1 項参照) 

 
消⽕器 

バケツの⽔、消⽕ブランケット⼜は消⽕器など、試験体を消⽕する⼿段を⽤意
すること。 

 

1	 目的 

この試験⽅法は、布張り座席の使⽤中に誤って接触する可能性がある、くすぶ
っているたばこ⼜は⽕のついたマッチに対する、その布張り座席に使⽤される材
料の組み合わせ（例えば、カバーと詰め物など）の着⽕性を評価する⽅法を定め
たものである。故意の破壊⾏為による着⽕については考慮していない。 

 

2	 	 定義 

この試験⽅法では、以下の定義を⽤いる。 

 
「進⾏するくすぶり」とは、酸化発熱反応が炎を伴わずに⾃⼰伝播（つまり着

⽕源なしに）するものをいう。発光を伴う場合も伴わない場合もある。 

注記: 着⽕源の影響下では炭化するもののそれ以上のくすぶりを⽰さ
ない(進⾏しない)材料と、くすぶりの⼤きさが拡⼤して広がる
（進⾏する）材料との間には通常明確な違いがあることが実務
上明らかになっている。 

 

3	 原理 

この試験⽅法の原理は、座席の座⾯と背もたれ（⼜は、座⾯と肘掛け）の接合
部を特定の形状によって模擬するように布張り材料を組み⽴て、そこに 2 種類の
着⽕源、すなわちくすぶっているたばこと、⽕のついたマッチと近似の熱量を放
出する炎源を当てるものである。 
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4	 試験装置 

4.1	試験枠 

4.1.1 適当な試験枠の例を図 1 及び図 2 に⽰す。試験枠は、2 つの⽅形のフレー
ムを蝶番で接続し、なす⾓が直⾓となるように固定できるもので構成する
こと。このフレームは公称値が 25mm×3mm の鋼製フラットバーで作成
し、フレームの上縁から 6±1mm 下⽅の位置に鋼製エキスパンドメタルを
しっかりと固定すること。 

注記:鋼製エキスパンドメタルのメッシュの⼤きさは重要ではないが、
両対⾓線の⼨法が 28mm×6mm となるメッシュの⼤きさが適
当である。 

4.1.2 背もたれフレームの内⼨は、幅 450±2mm×⾼さ 300±2mm とし、座
⾯フレームの内⼨は、幅 450±2mm×奥⾏き 150×2mm とする。鋼製エ
キスパンドメタルの周囲には、標準的な縁接合部品を保護とより堅固な固
定のために⽤いてもよい。 

4.1.3 フレームの側⾯は各フレームの後⽅に延⻑し、蝶番の孔と試験枠の後脚を
形成すること。蝶番の棒は公称直径 10mm の鋼製とし、試験枠の後⽅を貫
通し、その軸線が各フレームの後ろ側の辺から 22.5±0.5mm に位置する
ようにする。 

4.1.4 試験枠は、後脚を形成するフレームの辺のそれぞれの対を貫くボルト⼜は
ピンにより直⾓に固定できるものであること。前脚は座⾯フレームの前⾯
コーナーに渡るように溶接するとよい。脚の⾼さは⽀持⾯からの座⾯フレ
ームの⾼さが 50mm を下回らない⾼さとすること。 

4.1.5 試験の際は、試験箱の中に試験枠を置き(7.1.1 項参照)、適当な空気の供
給がありつつも実質的に⾵のない環境で試験を実施すること。 

4.2	くすぶっているたばこの着火源 

4.2.1 以下の要件に適合するフィルターなしのたばこを⽤いる。 

     ⻑さ         70±4mm 

     直径          8±0.5mm 

     質量          0.95±0.15g 
     くすぶり速度   11±4.0(分/50mm) 

4.2.2 くすぶり速度は次のようにして、各試験体群に使⽤するたばこ 10 本毎に
1 本を⽤いて確認すること。5.1 項によって調湿したたばこに、⽕を付け
る端から 5mm と 55mm の位置で印をつける。7.2.1 項の通りに⽕を付
け、⽔平に伸びたワイヤーピンに⽕を付けてない端を差し込み⻑さが
13mm を超えないように差し込んで、⾵のない空気中に⽔平に保持する。
5mm の印から 55mm の印までくすぶるのに掛かる時間を測定する。 

4.3	プロパン炎の着火源 
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注記: この着⽕源は、⽕のついたマッチに類似する熱放出を得るよう
に設定されている。 

バーナーには、内径が 6.5±0.1mm、外径が 8±0.1mm、⻑さが 200±5mm
のステンレス管を使⽤する。燃料は 95%の純度のプロパンガスとする。燃料の
供給速度は 6.38±0.25g/時(20℃)とする。 

図 1 試験台 
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(⼨法はすべて mm  材料はすべて鋼) 
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図 2 試験台の組⽴ 

5	 調湿・試験時の環境 

5.1	調湿時 

試験対象の材料とたばこは試験の直前まで、72 時間は室内の環境に置き、そ
の後少なくとも 16 時間は気温 23±2℃、相対湿度 50±5%の環境に置くこと。 

5.2	試験時 

試験は、実質的に⾵のない、気温 20±5℃、相対湿度 20%から 70%の環境
で⾏うこと。 

6	 試験体 

6.1	一般規定 
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試験体は、カバー、詰め物及びその他の最終製品に使⽤される構成材料を代表
するものでなければならない。 

6.2	カバー及び内張り 

6.2.1 各試験に必要なカバーのサイズは 800±10mm×650±10mm である。
⻑⼿⽅向は織物の⽿に平⾏にとる。試験によって影響を受けると思われる
領域の周囲 100mm に継ぎ⽬がなければ、より⼩さな材料の断⽚から試験
体を作成してもよい。 

6.2.2 試験体には、⽚⽅の側辺の端から 325mm の位置に三⾓形の⼭がくるよ
うに三⾓形の切り込みを⼊れる。この切り込みは試験枠に取り付けた際に、
背もたれとヒンジから試験枠の前部の内側に来るようにする。この切り込
みの⼤きさは、底辺が約 50mm、⾼さが約 110mm とする。 

6.2.3 内張りが使⽤されている場合は、内張りもカバーと同じ⼤きさ・同じ向き
に切り出して、カバーの下に来るように試験枠に取り付けること。 

6.3	詰め物 

6.3.1  1 回の試験につき、縦 450±5mm×横 300±5mm×厚さ 75±2mm の
ものと、これとは別の縦 450±5mm×横 150±5mm×厚さ 75±2mm の
ものの計 2 個の詰め物が必要とされる。 

6.3.2 クッションの構造が例えばフェルト、綿⼜はその他の発泡材などによる複
数の層で構成されている場合がある。その際は、当該クッション構造の上
部 75mm までの構造を再現して試験体とすること。 

6.3.3 詰め物の厚さが 75mm に満たないときは、最下部の材料を試験体の下側
に加えて必要な厚さの試験体とすること。 

7	 試験手順 

7.1	準備 

7.1.1 すべての試験は適切に作られた試験箱の中で⾏い、消⽕の⼿段を⽤意して
おくこと。（⽂頭の「注意」の項を参照のこと） 

7.1.2 試験枠を展開し、カバー及び内張り（もしあれば）をヒンジ棒の裏に通す。 

7.1.3 詰め物をカバー及び内張り（もしあれば）の下に、試験枠のくぼみに収ま
るように置き、カバー及び内張りの周囲 20mm が試験枠の内側を包み込む
ようにする。 

7.1.4 試験枠を、ボルト⼜はピンで詰め物がずれないように直⾓に固定する。 

7.1.5 試験枠の上部、下部及び側部にわたって、カバー及び内張り（もしあれば）
が均等な張⼒で固定されるようにクリップで留める。 

7.2	たばこのくすぶり試験 

7.2.1 たばこ（第 4.2 項参照）に点⽕し、先が明るく⾚熱するまで空気を通す。
ただし、この操作でたばこを 8mm を超えて消費しないこと。 



 

- 164 - 
 
 
 

7.2.2 上記のくすぶるたばこを、試験体の垂直部分と⽔平部分の接続部に沿って
置く。このとき、試験体の側⾯及びそれまで⾏った試験によってできたす
べての跡から 50mm 以上離して置くこと。たばこを置くと同時に計時を開
始する。 

7.2.3 燃焼の進⾏を観察し、カバー上⼜はカバーの内側で進⾏するくすぶり(第 2
項参照)や炎の兆候があれば記録すること。 

注記: くすぶりを⾒つけることが難しい場合があるが、たばこからす
こし離れたところから流出する煙に注意すると⾒つけやすい。
煙は、鏡を使⽤して⽴ち上る煙を真上から⾒下ろすのが最も⾒
やすい⽅法である。 

7.2.4 もし、試験体に進⾏するくすぶり⼜は炎が１時間以内に観察された場合、
試験体を消⽕し、たばこのくすぶり試験については不合格であった旨記録
すること。 

7.2.5 もし、1 時間の試験時間内に進⾏するくすぶり⼜は炎が⾒られなかった場
合⼜はたばこの全⻑までくすぶりが到達しなかった場合は、新しいたばこ
を、それまで⾏った試験によってできたすべての跡から 50mm 以上離して
置いて、再試験すること。もしこの試験においても、進⾏するくすぶり⼜
は炎が⾒られなかった場合⼜はたばこの全⻑までくすぶりが到達しなかっ
た場合は、第 7.4 項に規定する最終検査に不合格でない限り、たばこのく
すぶり試験については合格とすること。それ以外の場合は、試験体を消⽕
し、不合格とすること。 

注記: 上記再試験は最初の試験と同時に⾏ってもよい。 

7.3	プロパン炎試験 

7.3.1 バーナー管より噴出するプロパンに点⽕し、規定の流量(第 4.3 項参照)に
ガス流量を調節し、2 分間以上置いて炎を安定させること。 

7.3.2 バーナー管の軸が座⾯部と背もたれ部の接合部に沿うように、炎が近接し
た側⾯⼜はそれまで⾏った試験によってできたすべての跡から 50mm 以
上離れるように炎を当てる。炎を当てると同時に計時を開始する。 

7.3.3 炎を 20±1 秒間当てて、試験体からバーナー管を注意深く離す。 

7.3.4 カバー⼜は内部で進⾏するくすぶり(第 2 項参照)⼜は炎について観察する。
バーナー管を離してから 120 秒以内に消滅した炎・残じん・発煙・くすぶ
りは無視する。 

7.3.5 進⾏するくすぶり⼜は炎が⾒られた場合は、試験体を消⽕し、プロパン炎
の試験については不合格とすること。 

7.3.6 進⾏するくすぶり⼜は炎が⾒られなかった場合は、第 7.3.2 項と同様にし
て新たな位置で再試験をすること。この再試験においても進⾏するくすぶ
り⼜は炎が⾒られなかった場合は、第 7.4 項に規定する最終検査に不合格
でない限り、プロパン炎の試験については合格とする。それ以外の場合は
試験体を消⽕し、不合格とすること。 
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7.4	最終検査 

外側からは進⾏するくすぶりが観察されなかった場合は、当該試験体について
の試験が完了した直後に試験体を解体し内部に進⾏するくすぶりがあるかを調べ
る。もし進⾏するくすぶりがあった場合は試験体を消⽕して、当該試験について
は不合格とすること。安全のため、試験体から離れる前にすべてのくすぶりが消
えたことを確認すること。 

8	 試験報告書 

  試験報告書は少なくとも以下に⽰した事項を含むこと。申請者によって提出さ
れた情報と、試験により得られた情報は明確に区別すること。 

       
.1 試験が 2010 年 FTP コードのパート 8 に従って⾏われたことへの

⾔及(下記第 2 項も参照のこと) 

.2  試験⽅法からのあらゆる逸脱 

.3  試験所の名称と所在地 

.4  試験報告書の発⾏⽇と識別番号 

.5  申請者の名称と所在地 

.6  製造者/供給者の名称と所在地（わかれば） 

.7  家具の種類(例えば、座席、ソファー、事務⽤椅⼦など） 

.8  試験された製品の名称と識別情報 

.9  サンプリングの⽅法についての記述(適当な場合) 

.10  試験した製品についての記述、適当な場合以下を含むこと 

  .1 布地 

.1 原材料(ウール、ナイロン、ポリエステルなど)と
その構成⽐率 

.2 組織の構成(平織り、綾織り、朱⼦織りなど) 

.3 織密度(本/インチ)、1 インチ当たりの縦⽷と横
⽷それぞれの本数 

.4 ⽷番⼿ 

.5 ⽣地の厚さ(mm) 

.6 単位⾯積当たりの質量(g/mm^2) 

.7 ⾊調（模様がある場合は、代表⾊を記載のこと) 

.8 耐⽕処理 

  .2 詰め物 

.1 原材料(製造者の名称、型式の明⽰） 

.2 密度(単位体積当たりの質量(kg/m3)、厚さを正
確に測定するのが難しい製品については、⾯密度
(g/m2)) 

.3 耐⽕処理(⾏われている場合) 
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.11 試験体についての記述(⼨法、布地及び詰め物の質量、⾊並びに布
地の⽅向を含むこと) 

.12 試験体受領⽇ 

.13 試験体の調湿についての詳細(洗濯の種類、暴露の⼿順、使⽤した
洗剤についての情報(適当であれば)) 

.14 試験⽇ 

.15 試験結果（以下を含むこと） 

 .1 使⽤したたばこの⼨法及び質量 

 .2 使⽤したたばこのくすぶり速度 

.3 着⽕源の位置から測定した、試験体の損傷の⻑さ(燃
焼⼜は炭化) 

 .4 進⾏するくすぶりの発⽣の有無 

.16 試験中の観察事項 

.17 試験した材料が本パートの第 3項の性能基準に合致するか否かにつ
いての判断 

.18 以下の記載 

       「本成績書上の試験結果は、本試験を実施した特定の試験条件の
下での、ある試験体の挙動についてのものである。本試験結果は
これのみによって、実際に使⽤される製品の⽕災危険の可能性を
評価することを意図したものではない。」 
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別添 2	 ガイダンス 

1 この試験⽅法は、規定の状況下での布張り家具の材料構成の着⽕性を調べる⽅
法を定めたものである。布張り家具の材料は、布張りの座席として実際に通常
使⽤される状態を模擬するように組み⽴てられる。着⽕源はくすぶるたばこと、
⽕のついたマッチを模擬した炎である。 

1.1 したがって、特定のカバー、詰め物及び内張りの組み合わせの着⽕可能性を
評価することができるため、喫煙具による着⽕に関係する仕様の検討が可能
となるものである。ただし、以下の 2 つの重要な制限がある。 

.1 この試験は着⽕性にのみ着⽬しているので、⽕災危険に関係するすべての
管理者は、⽕災の広がり、燃焼放熱⼜は煙・有毒ガスの発⽣の速度及び量
などの他の⽕災性能をも考慮しなければならない。理想を⾔えば、着⽕性
を制限するためのどのような試みも、上記他の⽕災性能に悪影響を与えな
いようにすべきである。 

.2 この試験は、布張り座席に使われる材料の組合せの着⽕性を測定するだけ
ものであり、これらの材料を含んでいる特定の家具完成品の着⽕性を測定
するものではない。この試験は、家具完成品の着⽕についてのふるまいの
⽬安にはなるが、ふるまいを保証することはできない。この制限は、家具
の設計上の特徴がその⽕災特性に⼤きく影響することに由来する。ある 1
つの家具の着⽕性を試験する際は、構成材料や模型を⽤いて試験するので
はなく、実際の製品を⽤いて試験する必要がある。しかし、以下の第 2 項
及び第 3 項で⽰すように、ある意図する設計により強く関係した、着⽕性
についての限定された情報は得ることは可能である。 

2 この試験⽅法は、家具完成品の着⽕性についての⼀般的な指標となる、ある材
料の組み合わせに対して試験室内で⾏う試験について規定したものである。よ
り詳細な情報が必要な場合⼜は重⼤な実使⽤の分野において、この試験原理は
完成品、家具の部材⼜は適切に改変を加えた試験体に対して適⽤することがで
きる。このような場合は、別添 1 の第 4.2 項⼜は第 4.3 項に記載した着⽕源を、
原則として実使⽤上の着⽕の危険がある部位と対応する部位に当てることがで
きる。 

例 1: 座⾯と背もたれの間に隙間がある椅⼦では、別添 1 の試験装置の⾓
度で着⽕源を当てるのは適当ではない。そのかわりに、⾯着⽕をする、
すなわち着⽕源を⽔平・垂直⾯の中央に当てることがより意味のある
ことと思われる。 

例 2: 試験装置は垂直⾯と⽔平⾯のあらゆる接合部を模擬するように使⽤
してよい。例えば、肘掛けと背もたれの構造が異なる場合には、座⾯
との組み合わせをそれぞれ試験してよい。 

例 3: 座⾯と背もたれで異なる材料が使われる場合は、その 2 つの異なる
カバーをヒンジ棒の背後で縫い合わせるかステープル⽌めして試験
することができる。 
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例 4: 完成品の設計で、固定されないクッションが布張り椅⼦の上に置か
れる場合は、たばこを置く追加の場所を、クッションとその周囲の布
張りの間に設ける。これは、通常取り組み⽴てられた試験体の⽔平⾯
の上に、適切な材料でできた 500±5mm×75±2mm の⼤きさのク
ッションを作って⾏うこと。 

3 この試験原理を適⽤できると思われる他の場合は、個別の材料が組み合わせの
中で使⽤された場合の情報を得る場合である。例えば、あるカバーの耐着⽕性
能は、当該カバーを燃焼性が既知の基板（密度が約 22kg/m3 で⾮耐炎性の標
準的な軟質発泡ポリエステルが適当であるとされている。）と組み合わせて試
験をして得ることができる。このような個別の材料についての情報があったと
しても、実際に使⽤される組み合わせで試験をする必要性がなくなるわけでは
ないが、材料の組み合わせ数を少なくし、必要な試験量を減らすのに役⽴てる
ことができる。 
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別添 3	 カバーと詰め物の独立試験のガイド 

各材料（カバー及び詰め物）について個別に⾏う追加の試験 

 

1	 カバーの独立試験（カバーの性能確認） 

1.1 カバーは⾮耐炎性の詰め物を⽤いて試験すること。耐炎性の詰め物を⽤いて
試験した場合は、当該カバーは当該詰め物と使⽤する条件で承認される。 

1.2 カバーについて独⽴試験を⾏う前に、試験に使⽤する詰め物についてそれが
本規格の判断基準を満たさない⾮耐炎性の材料であることを確認すべきであ
る。これは、以下の第 2 項で述べる詰め物の独⽴試験にて確認する。 

 

2	 	 詰め物の独立試験（詰め物の性能確認） 

詰め物の独⽴試験はカバーなしで⾏う。材料が本規格の判断基準を満⾜する場
合、当該材料は布張り家具の詰め物として⼗分な性能を持つと考えられる。また
その場合、当該材料は上記のカバーの独⽴試験に使⽤する⾮耐炎性の詰め物とし
ては不適当であると考えられる。 

 

3	 布張り家具の型式承認 

3.1 布張り家具の型式承認は、カバーと詰め物の組み合わせに対して⾏われるの
が適当である。ただし、カバーと詰め物が共に本基準の判断基準を満たし、
かつ、各材料について根拠となる独⽴試験の⼗分な試験報告書が存在する場
合、実際の組み合わせについて追加で試験を⾏う必要はないと考えられる。 

3.2 主管庁は、型式承認に関して⼀部のオプションのみを認めると規定してもよ
い。 
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